
早
春
賦
を
つ
く
っ
た
吉
丸
一
昌 

 

大
月 

和
彦 

 

春
が
待
ち
遠
し
い
一
月
二
月
ご
ろ
、
「
春
は
名
の
み
の
風
の
寒
さ
や
、
谷
の
鶯 

歌
は
思
え
ど

…

」
と
口
ず
さ
む
。
オ
ヤ
ッ
？
「
風
の
寒
さ
」
は
お
か
し
く
な
い
か
、
と
気
に
な
っ
た
。
暦
の
上
で

は
春
だ
が
、
風
は
冷
た
く
ま
だ
寒
い 
の
意
だ
が
、
「
風
の
寒
さ
」
が
ひ
っ
か
か
る
。 

早
春
賦
は
、
安
曇
野
の
寒
さ
と
春
を
待
つ
心
を
う
た
っ
た
唱
歌
。
文
化
庁
選
定
の
「
日
本
の
歌
百

選
」
に
選
ば
れ
て
い
る
。 

 

歌
詞
の
作
者
は
吉
丸
一
昌
。
大
分
県
出
身
の
国
文
学
者
で
東
京
音
楽
学
校
教
授
。
明
治
４
２
年
文

部
省
が
設
け
た
尋
常
小
学
校
唱
歌
教
科
書
編
纂
委
員
（
委
員
長
湯
原
元
一
校
長
）
の
作
詞
部
会
主
任

を
務
め
た
。 

吉
丸
が
唱
歌
の
た
た
き
台
と
な
る
歌
題
案
を
作
り
、
作
詞
委
員
や
外
部
有
識
者
に
割
り
振
っ
て
作

詞
を
依
頼
す
る
。
各
委
員
が
つ
く
っ
た
歌
詞
案
は
作
詞
委
員
会
で
の
議
論
を
経
て
最
終
案
を
ま
と
め

る
。
吉
丸
は
歌
詞
作
成
の
司
令
塔
の
役
割
を
果
た
し
た
ほ
か
、
自
身
も
多
く
の
歌
詞
案
を
作
っ
た
。 

 
 

 
 

歌
詞
の
最
終
案
は
読
本
（
国
語
教
科
書
）
と
整
合
を
図
る
た
め
、
読
本
編
纂
の
責
任
者
芳
賀
矢
一

東
大
教
授
の
校
閲
を
経
て
歌
詞
が
完
成
す
る
。
唱
歌
教
科
書
６
冊
の
１
２
０
曲
は
こ
う
し
て
作
ら
れ

た
。
歌
詞
は
、
委
員
の
合
議
に
よ
っ
た
の
で
原
案
の
多
く
は
修
正
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
教
科
書
に

は
、
歌
詞
作
者
を
特
定
せ
ず
、
文
部
省
の
著
作
と
し
た
＊
。 

 
 

 
 

 
 

吉
丸
は
小
学
唱
歌
編
纂
の
仕
事
が
終
わ
る
と
、
唱
歌
は
学
校
で
だ
け
歌
う
も
の
で
な
く
、
家
庭
や

授
業
以
外
の
場
で
自
由
に
歌
え
る
歌
を
と
「
新
作
唱
歌
集
」
を
発
表
し
た
。
歌
詞
は
全
部
吉
丸
が
作

り
、
梁
田
貞
、
本
居
長
世
、
中
田
章
、
弘
田
竜
太
郎
な
ど
東
京
音
楽
学
校
出
身
者
が
作
曲
し
た
。
早

春
賦(

中
田
章)

、
故
郷
を
離
る
る
歌
（
ド
イ
ツ
民
謡
）
、
楽
し
き
農
夫
（
シ
ュ
ー
マ
ン
）
、
木
の
葉

（
梁
田
貞
）
、
望
郷
の
歌
（
成
田
為
三
）
な
ど
。
の
ち
の
童
謡
運
動
の
先
駆
け
に
な
っ
た
と
い
わ
れ

る
。 作

詞
活
動
を
続
け
る
一
方
、
吉
丸
は
私
塾
の
修
養
塾
や
夜
間
の
中
学
を
開
き
、
多
く
の
貧
し
い
若

者
に
勉
学
や
衣
食
住
な
ど
の
支
援
を
生
涯
続
け
た
。
質
素
な
生
活
を
送
り
な
が
ら
、
豪
放
磊
落
で
酒

を
愛
し
た
と
い
う
吉
丸
一
昌
は
、
大
正
５
年
４
３
歳
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。 

＊
故
郷
、
朧
月
夜
、
春
の
小
川
、
紅
葉
の
４
曲
は
高
野
辰
之
作
詞
、
岡
野
貞
一
作
曲
と
さ
れ
て
い
る
。
両
氏

の
遺
族
か
ら
の
著
作
者
認
定
の
申
し
入
れ
を
、
昭
和
４
２
年
日
本
音
楽
著
作
権
協
会
が
承
認
し
た
が
、
こ

の
認
定
に
は
異
論
が
多
い
。 


